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場
を
提
供
し
ま
す
。 

 

市
民
の
皆
さ
ん
及
び
両
毛
地
域

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
の
日
帰
り

利
用
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し 

て
、
平
成
二
十
三
年
度
開
通
を
予 

定
し
て
い
る
北
関
東
自
動
車
道
や

鉄
道
を
使
っ
た
日
帰
り
利
用
や
、
宿 

足
利
・
名
草
ふ
る
さ
と
自
然
塾

は
、
名
草
地
区
に
残
る
豊
か
な
自

然
環
境
や
施
設
、
人
的
・
文
化
的

資
源
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
て
、

「
自
分
で
も
の
を
つ
く
り
、
参
加

し
、
体
験
す
る
」
こ
と
で
自
己
を

発
見
し
、
開
発
す
る
余
暇
活
動
の

泊
滞
在
し
な
が
ら
利
用
す
る
東
京

や
埼
玉
方
面
の
首
都
圏
住
民
を
サ

ブ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
広
く
誘
客
す
る

こ
と
で
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

足
利
・
名
草
ふ
る
さ
と
自
然
塾 

年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

 

六
月 

田
ん
ぼ
の
学
校
！ 

「
田
植
え
」 

七
月 

大
豆
の
力
を
学
ぼ
う
！ 

 
 

 

「
種
ま
き
と
豆
腐
作
り
」 

 
 

 

田
ん
ぼ
の
学
校
！ 

 
 

 

「
田
ん
ぼ
の
観
察
会
」 

 
 

 

親
子
で
ク
ワ
ガ
タ
を
育
て
よ
う 

 
 

 

「
成
虫
の
飼
育
に
つ
い
て
」 

 
 

 

田
舎
体
験
ツ
ア
ー 

八
月 

そ
ば
を
み
ん
な
で
育
て
よ
う
！ 

 
 

 

「
種
ま
き
と
川
の
観
察
会
」 

九
月 

フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

 

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
木
に
登
ろ
う 

 
 

 

「
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
」 

親
子
で
ク
ワ
ガ
タ
を
育
て
よ

う
！ 

 
 

 

「
幼
虫
の
飼
育
に
つ
い
て
」 

十
月 

田
ん
ぼ
の
学
校
！ 

 
 

 

「
稲
刈
り
」 

十
一
月
名
草
ふ
る
さ
と
収
穫
祭 

 
 

 

そ
ば
を
み
ん
な
で
育
て
よ
う
！ 

 
 

 

「
収
穫
」 

 
 

 

大
豆
の
力
を
学
ぼ
う
！ 

 
 

 

「
収
穫
」 

十
二
月
そ
ば
を
み
ん
な
で
育
て
よ
う
！ 

 
 

 

「
そ
ば
打
ち
」 

 
 

 

田
ん
ぼ
の
学
校
！ 

 
 

 

「
餅
つ
き
・
し
め
縄
作
り
」 

 

二
月 

大
豆
の
力
を
学
ぼ
う
！ 

 
 

 

「
味
噌
作
り
」 

三
月 

里
山
の
伝
統
炭
焼
き
を
体
験
！ 

 
 

 

「
炭
の
窯
入
れ
・
窯
出
し
」 

 
 

 

私
だ
け
の
し
い
た
け
を
作
ろ 

う
！ 

 
 

 

「
し
い
た
け
の
植
菌
」 

 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
足
利
・

名
草
ふ
る
さ
と
自
然
塾
も
昨

年
五
月
協
議
会
と
し
て
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

こ
の
度
十
一
月
七
日
に
下
野

新
聞
主
催
の
「
下
野
ふ
る
さ

と
大
賞
」
で
準
大
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
多
勢
の
皆
様
の
協
力

と
ご
指
導
の
賜
物
と
、
深
く

感
謝
致
し
ま
す
。 

又
、
農
家
と
学
校
等
が
体

験
の
機
会
を
子
ど
も
た
ち
に

提
供
す
る
た
め
の
事
業
「
教

育
フ
ァ
ー
ム
」
や
、「
子
ど
も

都
市
農
村
交
流
（
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
）
」
を
推
進
す
る

県
、
市
町
村
独
自
の
取
組
に

積
極
的
に
支
援
を
行
う
と
農

林
水
産
省
よ
り
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。 

 
自
然
塾
の
目
標
と
し
て
い

る
都
市
農
村
交
流
で
地
域
を

元
気
に
と
推
進
し
て
い
る
中

で
、
こ
の
よ
う
に
国
、
県
、

市
共
に
後
押
し
す
る
機
運
が

高
ま
り
を
見
せ
、
自
然
塾
に

か
か
る
期
待
と
責
任
は
更
に

大
き
な
も
の
が
あ
る
と
痛
感

致
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
地
域
に
お
い
て
私
共
の

怠
慢
で
自
然
塾
の
こ
と
を
理 

 

解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
痛

感
致
し
ま
し
て
、
今
回
「
足

利
・
名
草
ふ
る
さ
と
通
信
」

を
毎
月
十
五
日
に
発
刊
し

て
、
皆
様
に
自
然
塾
他
支
援

母
体
で
あ
る
名
草
里
山
の
会

や
、
関
係
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
の
活
動
や
情
報
も

含
め
て
細
か
に
お
知
ら
せ
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は

自
治
会
の
皆
さ
ん
の
お
手
を

煩
わ
す
こ
と
に
な
り
誠
に
申

し
訳
な
く
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
理
解
の
上
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
し
、「
足
利
・
名
草
ふ
る

さ
と
通
信
」
の
発
刊
に
あ
た

り
お
礼
と
お
願
い
の
こ
と
ば

と
致
し
ま
す
。 

足
利
・
名
草
ふ
る
さ
と
自
然
塾
に
つ
い
て 
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足
利
・
名
草
ふ
る
さ
と
自
然
塾
整
備

事
業
で
は
、
自
然
塾
の
管
理
・
情
報
、

体
験
・
学
習
、
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
拠
点

と
な
る
「
（
仮
称
）
体
験
の
家
」（
以
下

体
験
の
家
）
を
整
備
し
ま
す
。 

「
体
験
の
家
」
の
整
備
に
つ
い
て

は
、「
（
仮
称
）
足
利
・
名
草
ふ
る
さ
と

自
然
塾
基
本
計
画
書
」
（
平
成
十
七
年

二
月
策
定
）
に
お
い
て
、
「
名
草
の
伝

統
的
民
家
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
木
造

建
築
と
し
、
外
構
に
屋
敷
林
や
生
垣
を 

設
け
る
な
ど
名
草
ら
し
さ
を
演
出
す

る
も
の
」
と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 一

方
、
こ
の
頃
、
足
利
市
の
民
家
調

査
で
市
内
の
特
徴
あ
る
建
物
と
し
て

と
り
上
げ
ら
れ
た
橋
本
家
か
ら
、
主
屋

の
保
存
に
つ
い
て
の
申
し
出
が
あ
り
、

農
務
課
で
は
「
橋
本
家
」
が
「
体
験
の

家
」
の
条
件
を
備
え
て
い
る
か
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
橋
本
家 

草
地
区
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
展
示
見

学
・
利
活
用
及
び
周
辺
の
里
山
・
敷
地

の
ま
え
に
わ
と
連
携
し
た
体
験
事
業

を
行
い
ま
す
。
体
験
の
家
な
ら
で
は
の

魅
力
あ
る
施
設
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
た
め
、「
年
中
行
事
（
地
域
の
行
事
）
」

「
里
山
の
惠
を
活
か
す
（
周
辺
の
環

境
）
」「
体
験
の
家
を
活
か
す
（
足
利
の

民
家
）
」
こ
と
を
基
本
軸
と
し
て
利
活

用
計
画
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、
積

極
的
な
活
用
を
可
能
と
し
う
る
施
設

整
備
を
行
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
「
学
ぶ
」
「
食
べ
る
」

「
ふ
れ
あ
う
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
「
学
ぶ
」
で
は
、
各
種
講
座
の
開

設
や
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
の
開
催
、
「
食

べ
る
」
で
は
、
そ
ば
打
ち
や
豆
腐
作
り
、

味
噌
作
り
、
餅
つ
き
な
ど
各
種
体
験
教

室
の
開
催
、
「
ふ
れ
あ
う
」
で
は
、
地

域
で
開
催
さ
れ
る
各
種
行
事
の
場
と

し
て
の
貸
し
出
し
や
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
し
て
作
品
の
発
表
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
報
告
の
場
な
ど
と
の
活
用

を
想
定
し
て
い
ま
す
。 

 
現
在
ま
で
行
っ
て
来
た
、
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
更
に
充
実
さ
せ
、
今
後
よ
り

多
く
の
都
市
住
民
の
方
々
、
特
に
、
埼

玉
、
東
京
方
面
の
方
々
に
も
名
草
地
区

に
来
て
い
た
だ
き
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

旧
橋
本
家
家
屋
に
つ
い
て 

 

橋
本
家
は
江
戸
時
代
初
期
よ
り
続
く
樺

崎
町
の
旧
家
で
あ
り
、
神
官
の
家
で
、
現

在
も
屋
敷
内
に
神
社
を
所
有
し
て
い
る
。

明
暦
三
年(

一
六
五
七)

の
墓
石
が
あ
り
、
そ

れ
以
前
か
ら
当
地
に
住
ん
で
い
た
と
さ
れ

る
。
現
当
主
俊
雄
氏
が
十
二
代
目
と
な
る
。

現
主
屋
は
先
々
代
の
錦
十
郎
氏(

一
八
三

八
：
天
保
九
年
～
一
九
一
二
：
明
治
四
十
五
年)

が
三

十
歳
代
の
時
に
建
築
し
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。 天

保
年
間(

一
八
三
〇
～
一
八
四
三)

に
は

｢

大
神
宮｣

と
呼
ば
れ
る
寺
子
屋
を
行
っ
て

い
た
時
期
が
あ
る
。
明
治
期
に
は
家
内
織

物
工
業
・
木
材
業
・
農
業
等
を
行
っ
て
お

り
、
終
戦
前
ま
で
は
屋
敷
の
北
側(

道
路
の

反
対
側)

に
煙
草
の
乾
燥
蔵
を
持
っ
て
い

た
。 橋

本
家
は
足
利
萬
古
焼
き
の
創
業
家
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
伊
勢

参
り
の
際
に
焼
物
職
人
を
連
れ
て
来
て
焼

か
せ
た
の
が
始
ま
り
で
、
現
主
屋
の
西
側

竹
林
の
所
に
小
屋
を
建
て
、
職
人
を
住
ま

わ
せ
た
。
萬
古
焼
は
一
代
で
や
め
て
い
る
。 

こ
の
地
域
に
は
様
々
な
年
中
行
事
が
残

っ
て
お
り
、
橋
本
家
で
も
旧
家
と
し
て
新

年
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
年
末
の
餅
搗
ま
で

様
々
な
伝
統
行
事
を
今
も
継
承
し
て
い

る
。 

(

仮
称)

体
験
の
家
建
設
計
画
に
つ
い
て 

主
屋
」
は
名
草
地
区
に
近
い
樺

崎
町
に
建
ち
、
建
築
的
に
も
名

草
の
伝
統
的
民
家
と
類
似
性

を
持
つ
と
共
に
、
足
利
の
民
家

の
特
徴
を
備
え
て
い
る
、
歴
史

的
建
造
物
と
し
て
の
評
価
が

高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
維
持
管
理
面
か
ら

は
、
改
修
が
少
な
く
保
存
状
況

が
良
好
で
、
瓦
屋
根
民
家
で
あ

り
、
維
持
管
理
し
易
い
等
評
価

さ
れ
、
建
物
規
模
及
び
土
間
の

広
さ
等
、
利
用
活
用
上
の
条
件

を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

建
物
を
移
築
復
元
し
「
体
験
の

家
」
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。 

 

今
後
の
利
活
用
面
で
は
、
名

（仮称）体験の家完成予想イメージ図
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五
月
か
ら
十
月
ま
で
募
集
し
た
「
名

草
の
魅
力
を
探
せ
！
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

写
真
の
選
考
は
、
十
月
三
十
一
日
運

営
協
議
会
会
員
十
三
名
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。 

 

市
内
外
か
ら
九
十
三
点
の
応
募
が

あ
り
、
ど
の
作
品
も
す
ば
ら
し
い
作
品

で
選
考
に
は
苦
慮
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
企
画
は
、
写
真
を
撮
影
す
る
た

め
に
、
多
く
の
方
が
名
草
へ
訪
問
し
、 

カ
メ
ラ
を
通
し
て
、
地
域
の
方
に
と
っ

て
は
あ
り
ふ
れ
た
風
景
の
中
で
、
名
草

の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
名
草
の
美
し
い
風
景
や
名
草

で
活
躍
す
る
方
々
の
表
情
を
写
し
て

頂
き
、
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る 

こ
と
に
よ
り
、
出
品
さ
れ
た
も
の
を
使

用
し
て
、
名
草
の
魅
力
を
紹
介
す
る 

「
名
草
ふ
る
さ
と
発
見
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
仮

称
）
」
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。 

受
賞
者
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。 

▽ 

自
然
塾
会
長
賞
＝
「
触
合
い
」
石

倉
篤
さ
ん
（
芳
町
） 

▽ 

名
草
地
区
地
域
振
興
推
進
協
議
会

長
賞
＝
「
炭
焼
窯
風
景
」
浦
野
陽

子
さ
ん
（
名
草
中
町
） 

▽ 
名
草
観
光
協
会
長
賞
＝
「
名
草
の

星
た
ち
」
近
藤
美
明
（
小
俣
町
） 

▽ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
＝
「
お
米
大
好

き
！
田
ん
ぼ
大
好
き
！
」
小
堀
恵

美
子
さ
ん
（
新
山
町
） 

▽ 

特
別
賞
＝
「
さ
あ
！
植
え
ま
し
ょ

う
」
新
江
義
夫
さ
ん
（
堀
込
町
）
、

「
木
登
り
体
験
」
立
野
公
克
（
大

沼
田
町
） 

 

名
草
の
魅
力
を
探
せ
！
写
真
コ
ン
ク
ー
ル 

受
賞
者
決
定
！ 

 

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
や
個
人
を
顕
彰
す
る
第

五
回
「
下
野
ふ
る
さ
と
大
賞
」（
主
催
・

下
野
新
聞
社
、
協
賛
・
カ
ン
セ
キ
、
キ

リ
ン
ビ
ー
ル
栃
木
支
社
、
東
武
百
貨

店
、
栃
木
銀
行
）
に
お
い
て
、
足
利
・

名
草
ふ
る
さ
と
自
然
塾
が
「
準
大
賞
」

に
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
大
賞
に
は
、
県
内
各
地
の
五
十

九
団
体
が
応
募
し
そ
の
中
か
ら
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。 

 

表
彰
式
が
、
十
一
月
七
日
、
栃
木
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
大
賞

の
那
須
町
「
余
笹
川
流
域
連
携
ネ
ッ
ト 

ワ
ー
ク
」
と
準
大
賞
の
茂
木
町
「
入
郷

棚
田
保
全
協
議
会
」
と
と
も
に
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
賞
は
、
名
草
地
区
を
は
じ
め
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

や
っ
た
ぞ
！
足
利
・
名
草
ふ
る
さ
と
自
然
塾 

「
下
野
ふ
る
さ
と
大
賞
」
準
大
賞
受
賞
！ 

 
自然塾会長賞「触合い」 

 
名草地振協会長賞「炭焼窯風景」 

名草観光協会長賞「名草の星たち」 

 

ファミリー賞 

「お米大好き！

田んぼ大好き！」 

特別賞 
「木登り体験」 

特別賞「さあ！植えましょう」 
 

 



                               

                               

                               

                              

足利・名草ふるさと通信 （4）創刊号 平成 2１年（2009 年）1 月 15 日 

             

 
 

 
 

足利・名草ふるさと通信では、今後自

然塾の情報、名草の情報を発信して参

ります。名草の身近な情報をお寄せ下

さい。 

【連絡先】 

足利・名草ふるさと自然塾運営協議会 

（事務局）足利市役所産業･環境部農務課 

電話 0284-20-2161 

FAX0284-21-0643 

 

Ａ
．
役
員
理
事
は
現
在
十
五
名
で
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
兼
ね
て
い
る
理

事
も
い
ま
す
。
） 

理
事
長 

一
名
、
副
理
事
長 

一
名
、

総
務
部
長
担
当 

一
名
、
事
業
部
長

一
名
、
経
理
担
当 

一
名
、
炭
焼
担
当

二
名
、
シ
イ
タ
ケ
担
当 

二
名
、
花
つ

く
り
担
当 
二
名
、
ピ
ザ
窯
担
当 

二

名
、
広
報
担
当 
二
名
、
書
記
担
当

一
名
、
工
務
担
当 
二
名
、
監
事 

二

名 

 
 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
二
月
に
県
道 

飛
駒
名
草
バ
イ
パ
ス
の

開
通
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

の
用
地
完
売
、
名
草
川
河
川
工

事
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

又
、
北
関
東
自
動
車
道
も
日
々

完
成
に
近
づ
き
、
大
変
喜
ば
し

く
地
区
住
民
共
々
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
、
名
草
地
区
に
お
き
ま 

Ａ
．
名
草
里
山
の
会
の
設
立
の
き
っ
か
け

は
、
平
成
十
三
年
に
、
子
供
が
少
な
く

な
っ
て
活
気
が
な
く
な
っ
て
来
た
名

草
の
里
を
何
と
か
元
気
に
し
よ
う
と
、

熱
く
思
う
方
々
が
集
ま
り
、
併
せ
て
、

足
利
市
の
掲
げ
る
「
子
ど
も
の
森
構

想
」
を
支
援
す
る
形
で
、
名
草
里
山
の

会
の
前
身
「
名
草
リ
ゾ
ー
ト
研
究
会
」

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。 

Ａ
．
翌
年
の
平
成
十
四
年
に
設
立
総
会
を

開
催
し
、
以
後
毎
月
役
員
会
を
開
催
、

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

名
草
里
山
の
頭
文
字
を
取
り
「
Ｎ
Ｓ
の

会
」
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
。 

活
動
で
は
、
第
一
次
河
川
整
備
に
着

手
、
ヨ
シ
で
人
が
入
れ
な
か
っ
た
河
川

の
整
備
、
ト
イ
レ
の
設
置
、
駐
車
場
の

整
備
と
花
壇
の
整
備
等
行
い
、
第
一
回

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

し
て
は
五
月
の
厳
島
神
社
弁

天
祭
、
六
月
は
ホ
タ
ル
祭
を
開

催
し
多
く
の
方
々
に
喜
ば
れ

て
お
り
ま
す
。 

 

今
後
も
足
利
・
名
草
ふ
る
さ

と
自
然
塾
と
協
力
し
、
名
草
地

区
の
観
光
振
興
及
び
人
材
育

成
に
、
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

Ａ
．
入
会
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
会
費

は
、
一
般
会
員
が
三
〇
〇
〇
円
で
、

賛
助
会
員
は
一
〇
〇
〇
〇
円
で
す
。 

 

地域のページ

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

名
草
里
山(

Ｎ
Ｓ)

の
会 

Ｑ
＆
Ａ 

 

Ｑ
．
名
草
里
山
の
会
発
足
の
動
機
は
何
で

す
か
？ 

Ｑ
．
名
草
里
山
の
会
と
な
っ
た
の
は
い
つ
頃

で
、
ど
の
様
な
活
動
を
し
て
来
ま
し
た

か
？

Ｑ
．
非
営
利
活
動
法
人
（Ｎ
Ｐ
Ｏ
）に
は
い
つ

な
り
ま
し
た
か
？ 

Ｑ
．
名
草
里
山
の
会
は
、
ど
の
様
な
人
達

が
入
会
し
て
い
ま
す
か
？
又
、
現
在

何
人
の
会
員
が
い
ま
す
か
？ 

Ａ
．
会
員
の
構
成
は
、
農
家
、
林
業
、

銀
行
員
、
会
社
社
長
、
不
動
産
業
、

水
道
業
、
土
建
業
、
建
築
業
、
家
電

業
、
測
量
事
務
所
、
幼
稚
園
等
様
々

で
す
。 

会
員
数
は
八
十
三
名
で
、
地
域
割
り

に
す
る
と
、
約
三
分
の
一
が
、
名
草

地
区
外
の
皆
さ
ん
で
、
男
女
別
で
は

女
性
が
二
十
名
程
で
す
。
社
会
人
な

ら
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ
．
会
に
入
る
入
会
金
は
い
く
ら
で
す

か
？ 

Ａ
．
平
成
十
五
年
六
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
認
可
さ
れ
、
社
会
的
使
命
を
明
確

に
し
た
上
で
、
自
発
的
か
つ
継
続
的
に

社
会
責
任
を
持
つ
団
体
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

Ｑ
．
名
草
里
山
の
会
の
活
動
目
的
は
、
ど

の
様
な
も
の
で
す
か
？

Ａ
．
名
草
地
区
の
豊
か
な
自
然
を
背
景

に
、
「
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
、
「
環
境

の
保
全
」、
「
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
」

を
目
的
に
活
動
し
、
目
的
達
成
の
た

め
、
「
里
山
の
保
全
活
動
事
業
」
、
「
市

民
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
」、「
子
ど
も
の

自
然
体
験
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
然
塾
と
全
く
同
じ
で
す
。 

Ｑ
．
役
員
の
構
成
は
ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
？ 
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